
令和７ 年 月 日

川西市長  宛

１  届出者

35 歳 1990 年 月 日

〒

35 歳 1990 年 月 日

1 歳 2024 年 月 日

歳 年 月 日

歳 年 月 日

歳 年 月 日

令和７ 年 7 月 30 日 令和７ 年 月 日

５　建築工事着工日、完了予定日、住替予定日

令和７ 年 8 月 15 日 令和７ 年 月 日

令和７ 年 10 月 20 日

第４号様式（第９条関係）

届出年月日 7 6

川西市新築・中古住宅取得補助

事前着工届

川西市新築・中古住宅取得補助要綱第９条の規定に基づき、次のとおり事前着工届を提出します。

フリガナ ｶﾜﾆｼ　ﾀﾛｳ 住替日の年齢 生年月日（西暦）

氏名 川西　太郎 6 20

532-8501

大阪府大阪市淀川区十三東2丁目3番3号

Email kawa0207@city.kawanishi.lg.jp 電話番号 090-1234-5678

２  世帯の構成員（届出者を除く）

フリガナ ｶﾜﾆｼ　ﾊﾅｺ 申請者との続柄 住替日の年齢 生年月日（西暦）

氏名 川西　花子 妻 8 30

フリガナ ｶﾜﾆｼ　ｼﾞﾛｳ 申請者との続柄 住替日の年齢 生年月日（西暦）

氏名 川西　次郎 子 1 26

フリガナ 申請者との続柄 住替日の年齢 生年月日（西暦）

氏名

フリガナ 申請者との続柄 住替日の年齢 生年月日（西暦）

氏名

フリガナ 申請者との続柄 住替日の年齢 生年月日（西暦）

氏名

３　ゆかりに関する事項

該当項目 市内在住 ・ 市内通勤 ・ 市内通学(園)・ 過去市内居住 ・ 過去市内通学(園) ・ 親が市内在住

４　対象となる住宅に関する事項

地名地番 川西市中央町１２-1 床面積の合計 100 ｍ²

長期優良住宅建築等
計画認定申請予定日

工事請負
契約日

7 5

建築工事の着工
予定年月日

建築工事の完
了予定年月日

10 15

住替予定日

住所
配偶者の
有・無

有 ・ 無
子の
有・無

有 ・ 無

記入例

補足：建築確認申請上の面積を記入

補足：住民票に記載される「住民となる予定年月日」を記入

補足：下記「５　建築工事着工日、完了予定日、住替予定日」の住替予定日

mailto:ama-jutakuseisaku@city.amagasaki.hyogo.jp


６　子育てにおける安全性への配慮（３項目以上の基準の全てを満たす必要があります。）

室内扉

バルコ
ニー

住戸内階
段

浴室

敷地内

インター
ホン

項目 基準

（玄関からリビングまでの主要な扉に限る）
  引き戸の場合は子どもの指をはさまないように１００ｍｍ程度の引き残しを確保する又は自動で 
ゆっくりと閉まる構造（ドアクローザー機能）のものとする。
　開き戸の場合はドアクローザー又はドアストッパーの機能付きのものとする。

１　転落を防止するために設置される手すりは次の構造のものとする。
　⑴  手すりの形状は子どもが容易によじ登れないように足がかりがない形状とする。
　⑵  腰壁その他足がかりとなるおそれのある部分（以下「腰壁等」という）が生じる場合は、次
    の高さに達する手すりを設ける。
　　ア　腰壁等の頂部と床面又は式台との距離のいずれか小さい方（以下「床面等との距離」とい 
     う）が６５０ｍｍ以上１，１００ｍｍ未満の場合は、床面等との距離が1,100ｍｍ以上となる
　　 ように設ける。
　　イ　腰壁等の頂部と床面等との距離が３００ｍｍ以上６５０ｍｍ未満の場合は、腰壁等から８
　　　００ｍｍ以上の高さに達するように設ける。
　　ウ　腰壁等の頂部と床面等との距離が３００ｍｍ未満の場合は、床面等との距離が１，１００
　　　ｍｍ以上となるように設ける。
　⑶  手すり子の相互の間隔は、床面及び腰壁（腰壁の高さが６５０ｍｍ未満の場合に限る）から
　　の高さが８００ｍｍ以内の部分に存するものについては、子どもの頭が入らないよう、内法寸
　　法で１１０ｍｍ以下とする。
　⑷　手すりの最下部とバルコニー床面との間は、子どもの頭が入らないように内法寸法で９０ｍ
　　ｍ以下とする。

２　室外機や資源用ゴミ箱等がバルコニーの手すりをよじ登る足がかりにならないように次のいず　
　れかの転落防止策を講じる。
  ⑴　バルコニーの手すりから６００ｍｍ以上の距離を確保した位置に指定の設置場所を確保す
　　る。
  ⑵　バルコニーの手すりから適切な離隔距離による設置場所を確保できない場合は、室外機等を
　　高さ９００ｍｍ以上の柵で囲う。

（階段がない場合（平屋の場合）は、当該基準を満たしているものとする）

１　踏面及びけあげ等の寸法は次のようなものとする。
  ⑴　勾配は２２／２１以下とする。
  ⑵　けあげの寸法の２倍と踏面の寸法の和が５５０ｍｍ以上６５０ｍｍ以下であり、かつ踏面の
　　寸法が１９５ｍｍ以上とする。
  ⑶　蹴込みは３０ｍｍ以下とする。

２　少なくとも片側に手すりを設置し、次の基準のものとする。
  ⑴　手すりの高さは、踏面の先端から高さが７００ｍｍから９００ｍｍの位置とする。
  ⑵　大人用と子ども用の２段手すりを設置する場合は、踏面の先端からの高さが上段は８５０ｍ
　　ｍ程度、下段は６５０ｍｍ程度の位置とする。

３　踏面に滑り防止のための部材を設ける。当該部材は踏面と同一面となるようにする。

１　浴室の出入り口部分に段差が生じる場合、その程度は次のいずれかとする。
 ⑴　 浴室内外の高低差が２０ｍｍ以下の単純段差とする。
 ⑵   またぎ段差の場合は、浴室の内外の高低差は１２０ｍｍ以下とし、かつ浴室内の床からのま
    たぎの高低差は１８０ｍｍ以下とする。

２　浴室のドアにはチャイルドロック（子どもの手が届きにくい高さに脱衣室側から施錠・解錠が
　出来る錠）を設置する。

　監視の目を補完するため、防犯カメラ又はセンサーライトを設置する。

　相手の顔や様子を確認できるよう、カメラ付きインターホンを設ける。

✓

✓

✓


